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こんにちは。
あのひ
わたしはtwitter を　していました。
２０１１ねん
３がつ１１にちの　ごごでした。
とつぜん
にほんじんの　ともだちの　message　が　きました。
「じしん、じしんだ。」
そして　すぐに
てれびを　つけました。
じぶんのめが　しんじられませんでした。
ちいさな　まちが
おおきな　なみに　ながされていて
みてるだけで　こわかったです。
なにをしていいか　わかりませんでした。
そして
にほんじんの　ともだちと
せんせいの　かぞくに　でんわを　かけて
ぶじかどうか　ききました。
みんな　ぶじでした。
うれしかったです。
でも
おおくの　ひとが　なくなりました。
おおくの　いえが　うしなわれました。
ほんとうに　かなしかったです。
わたしは　なにか　かえたい
だれか　たすけたいと　おもいました。
それから
だいがくの　にほんくらぶとして
Charityを　しました。
おにぎりや　かっぷけーきを　いっしょうけんめい　つくりました。
だいがくの　みんなに
じしんのことを　おしえたいと　おもいました。
だいがくの　せんせいと　がくせいは
たくさんの　きふを　くれました。
わたしたちは
きふきんを　にほんの　だいがくへ　おくりました。
だいがくは
かんしゃじょうを　くれました。
わたしたちの　きふは　やくにたちました。
あのひから　いちねんいじょう　たちました。
あのひの　こわさは　かんたんに　きえません。
にほんじんは　つなみで　きずなを　ふかめました。
ですから
にほんじんは　つなみのあと
まえより　つよくなったと　おもいます。
わたしが　したことは
まだすこしですが
これからも　にほんを　ささえて　いきたいです。
